




舞うために、聞こえるふりをしてきた
私にとって、聞こえないままの自分で
いいんだと思わせる一言でした。

進学先は手話の世界

　中学校を卒業後、私はろう学校に進
学しました。

　ろう学校は“聞こえない”が当たり前
の世界なので、みんな手話を使って活
発に会話をしていました。「どうせ聞こ
えないから...」とうつむいている人は
誰もいません。

　ろう学校は耳が聞こえない・聞こえ
にくい人が集まる場所なので、考えれ
ば当たり前の光景だと思うのですが、
小学校・中学校は普通の学校に通い、聞
こえたふりをしていた私にとって、あ
ちこちで手話が飛び交う光景は衝撃的
でした。

高校から手話を学ぶ

私が手話を学び始めたのはろう学校
に入学してからです。小さな子どもが
日本語の音を視覚的に理解するための
『キュードスピーチ』や「おはよう」「あ

りがとう」などの『簡単な手話』は知っ
ていましたが、会話できるくらいの手
話は知りませんでした。

手話を覚えるのは苦ではありません
でした。自分にとって必要なことでし
たので、1か月ほどで会話ができるくら
いになりました。

会話の情報量の多さと難しさ

　ろう学校に進学してから初めて“み
んなで会話をする”ということを経験
しました。

小学校や中学校での会話は1対1のみ。
横で話をしていても話に入ったり、相づ
ちを打ったりしたことはありません。

　みんなで集まって会話をしたり、授
業で話し合いをしたり、くだらないこ
とで笑いあったりするなど、私にとっ
て初めて経験することの連続で、手話
を知ったことで

“会話をするときの情報量の多さ”

を知ることができました。

　また、手話を知ってから、会話でのト
ラブルも経験しました。

　手話は身ぶりや表情で表現がスト

レートになる分、日本語特有の遠回し
な言い方が通じにくくなるため、それ
によるコミュニケーションのトラブル
が起こることがありました。

ろう学校での生活は、良くも悪くも、
多くの初めてを経験することができま
した。おかげで今の私があります。

大学での生活と出逢い

　大学は、京都市にある大学の社会福
祉学部に進学しました。

　大学での授業は、学生がアルバイト
として、先生の話をノートに取ってく
れる『ノートテイク』という制度を使っ
て受けていました。

　また、大学には手話サークルがあっ
たので、手話を使って会話をする機会
は無くなることはありませんでした。

　その手話サークルで私が大学1年生
のとき、2つ年上の夫(和磨さん)と出逢い
ました。

　お互いに歴史、特に新撰組が好きと
いう共通点があったため、話をするよ
うになり、2人でお寺巡りをしたりしま
した。

　2人でいるときの会話は、手話が中心
でした。

大学生から再び耳が聞こえる方の方
が多いところでの生活となりました
が、言葉に対する不安は芽生えません
でした。

　森山さんは補聴器をつけています。

　この補聴器は、正面の音を大きくしてくれます

が、後ろからの音は聞こえません。

　補聴器を通して聞こえる音は、普通の音よりも

ぼやけて聞こえます。

　手話を使っての会話ができない時は、この補聴

器から聞こえる音と、相手がしゃべる口の動きか

ら言葉を理解し、会話をされます。
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